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A－64 農象t-お叶t filん別栄養租取孤島

毎週* t.す短匁　o 氷屋ヤ卸　町i- 舟?

食物学33

　a til　乙れまマ｀おこなあれTいJ栄養調査T･It,一世苓% 'Jの食物鯖哨膏量jヽら，

家族を体5: U T ・栄養摂取量を評la-しようとt I 場をがり　殊に成人換算すJ- こと

t'-よ'】,性睦　年令V＼. 労作呂吋と･･の令回は除かれて，成人f^専通旁作とし７の平

均的な掻取そが趨定されi。　いヽし世令孫成員の領収状勿に(t 咎布個人兎があい0で

/
この値は各個人の根取量を代｀表すj i IP T･はいヽ。さきに農leにおけJり0 戈i-x上r>

fir にっいT，豪養摂取量を劃定発表レr- jti<,今回,よｔ帯の根取状　呪とゝもに，家族

全員の個人別猿取量を測リ，年令層則の摂取よｰの特徴^--ついT検討り口t た。

　方咄　調査対象は水田と果｡樹作の農家'H世帯ヒ，f の叙族2S今人T･あ1。iS峰L た

2,日間, 調査買に友l耕-f T･，消費した艇晶-f をぷめた。

　緒象（!）男子川固人副摂取継±μ，主l^に挑事T s 年々^Tり亀

んの竹拿t をは> か＼,z上回，t為<　農作末の帯侍眺友を“やり

前報同核一般
t みなして

その所要量と=t較してi なああい。それr-£し20 わ)<下の農業に従今しない渚の

取±ばを般的に析李量を下回r. Tｲ＆く，特に年令の芳いj 仁その傾向は強い。R

´
犠
す

子の訊取熱量t 男1 l司様の傾向T･あ^ お，t.農lに徒事しT い5 年^ﾉ鷲-c-の摂取-t の

ituﾛは，f ^ ほど尺酋くない。③　そ自首の摂取,量は，?-r とt ＼']ヌま-r-it 低く阿孝

そに■しない。zり以憧ぽ阿牟-^ t 大々< よ･'is)'), 特に戮取熱量の馬い寥5 I- t の傾

1p); 抹い。し≪ヽし高令にないU狐い，摂取熱量のｲだＴとゝｔに　　蛋白1 % 低ですi ．

⑤　t の吃の栄養素%，萄かヵヽの兼はあ% 財　棋取豺量の増城I-従い笥移しマいる。

　　　A－65 某必業･'おける々｝佻業I 'り考^状゛調煮象ぴ･'潅拳μつ･･て

　　　　　　ｸ乙州廿子大象攻　行禽夏夫　ｏ滝琴和チ輝ａヽ富藁丿升

　呂的近年若ヽ･す碑の頭痛、めまい、膏血、? のを身体ク･舌廊右寥f之り

ことかう、身伴状況と食挙の関連柱左考衆し7みみ丿と思い調査いfiしか

　方法　師和4^年７月来を末のtr子従希恥。名左対尋にアづ･－･形式｀r、病査した。

　稀呆輝-ti? で記の長の境目事項(こあ入加廬L り告乗、主ﾉ良め斗(*. I 日にとる

掻取程度I- あ･いZ, 大伴平々以上の戎積がてた*';' あと哨康品群(こあヽいい･;、糖(こ

動物修景白買気無機質永t二゛タヨッ永の掻取ダ易く, 莱詞喧書t･ヽ＼身体上･こ、ひん

タP'の訴之さ持フヱいる尿因ダ准今との團慄'-ゐヽい了、肝明しだ、


